シェーグレン症候群におけるEpstein-Barr virus（EBV）　再活性化を介した自己抗原の発現 by 井上 裕子 & 水野 文雄
一　644　一 東京医科大学雑誌 第56巻第5号
PB－15
　シェー…’一■グレン症候群における
　　Epstein－Bati’　viiiis　（EBV）
再活性化を介した自己抗原の発現
PB－16
　　顕微鏡的多発性血管炎（MPA）と診断
された2症例に関する病理学的検索
p－ANCA陽性例における小細血管病変に
ついて
（微生物）○井上裕子、水野文雄 （病理学第一）O
（腎臓科）
西川純子、平鍋維男、
鳥海昌喜、鈴木一興
山田慣行、天谷和貴、
中尾俊之
　［目的と意義］臓器特異的自己免疫疾患で
あるシェ・一・一・グレン症候群（SS）の病態形成に
おけるEpstein－Bari・Virus（EBV）の関与を明らか
にするために、SSに特異的な自己抗原として
最近同定された120k　alpha－fodrinをEBV感染細
胞を用いその発現機序を検討した。
　［材料と方法］1）細胞表面IgGのクロス
リンクによりEBV再活性化を誘導可能な
AKATA細胞を用いた。抗lg　G抗体存在下で0、
3、6、12、24時間培養した後、細胞を回収し
ウェスタンプロッティング法によりZEBRAな
らびに120k　alpha－fodrinの発現を検出した。ア
ポト・一・・一・一シスの検出はtu皿e1法によって行った。
2）患者血清中の抗ZEBRA抗体は、モノクロ
ー一・a一iル抗体及びAKATA細胞溶解液を用いた免
疫沈降法により、抗120k　alpha－fodrin抗体は合
成ペプチドを用いたウェスタンプロット法に
よって検出した。
　［結果及び考察lZEBRAの発現はIgGクロ
スリンク6時間後より認められたのに対して、
120k　alpha－fodrinは12時間後以降に充進がみら
れた。さらに、n血ne1法の結果より12時間以
降にアポトーシスを誘導されていることが確
認された。患者血清を用いた検討では、抗
120k　alpha－fodiin抗体陽性血清10例中8例に抗
ZEBR．A抗体が認められた。以上の結果より、
SSにみられる自己抗体の産生にはEBVの再活
性化による感染細胞のアボトー・・bシスを介し、
自己抗原が過剰に発現される可能性が示唆さ
れた。
　MPAにおいては多彩な血管病変が観察される。
p－ANCA陽性であったが、全身にフィブリノイド動脈
炎を主とする血管病変を呈した症例と、肺および腎
の毛細血管病変が著明であった症例とを経験し、小
細血管病変につき検討したので報告する。
　【症例1】83才、女性。主訴：歩行障害、微熱。慢性
消耗性疾患を疑い検索したが原因は不明であった。
死亡二日前に肺炎様陰影出現。腎不全急速に進行
して死亡した。死亡後の検索にてP－ANCA（＋）。
（結果）腎、肝、心、消化管、昇等ほぼ全身の主とし
て小動脈に広範なフィブリノイド動脈炎を認めた。腎
においては壊死性糸球体腎炎を認め、免疫組織学
的にlgG、　lgM、　C3が陰性であった。右回に肺胞毛細
血管炎、肺出血を認め、MPAであると考えられた。
　【症例2】67才、女性。1年前より腎機能低下を認
め、Raynaud症状、手指硬化、抗核抗体（＋）、抗セント
ロメア抗体（＋）、p－ANCA（＋）。その後腎機能さらに
低下したため入院、透析導入開始。同時に著明な肺
出血認め治療したが、MRSAによる肺炎および腸炎
併発し死亡した。（結果）半月体形成性糸球体腎炎
（硬化性、末期）を認め、肺胞壁の著明な膨化、壊死
性肺胞毛細血管炎および両肺のびまん性出血が認
められた。系統的動脈炎は認められず、切り込み切
片にてわずかに結腸粘膜下小動脈にフィブリノイド
動脈炎を認めたのみであった。肺、直腸周囲組織等
の細～小動脈においては、内皮細胞の膨化、内皮
下空胞および好中球の接着等が観察され、本疾患
の血管病変の初期変化とも考えられた。また、真皮
膠原線維増生、肥厚、表皮の菲薄化、表皮乳頭の
萎縮、皮膚付属器の萎縮等が認められ、PSSとの合
併と考えられた。【考察】MPAは臨床的にも多彩な
病像を呈し、主として小動脈に壊死性動脈病変を呈
する場合と、糸球体および肺の壊死性毛細血管病
変を主とする場合がある。今回の検索により、　MP
Aにおいては小動脈以下細静脈領域に至る血管が
共通に侵襲されているものと考えられた。
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